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 図2:有限個の質点の1inear
 compressionalmodeとshea
 形である。実験値は黒丸。
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 図3:励起子吸収帯のピ篇クエネルギーと一次元閉じ込めモデルから期待されるエネルギーの比
 較。白丸は実験値,実線は励起子の重心閉じ込め,破線は電子正孔個別閉じ込めモデルか
 ら計算された値である。
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 論文審査の結果の要旨
 齋藤伸吾の論文の内容は有機ポリマー中に埋め込んだ超薄膜Pb12微結晶の中に生じる励起子
 の量子サイズ効果とrigidlayermodeのフォノンに関するものである。本研究は超薄膜単結晶
 に生じる励起子とフォノンがサイズの制限を受けてどのような特徴のある性質を示すかを明らか
 にすることを目的としている。
 論文は序論,実験方法,実験結果と考察,まとめと今後の課題の4章からなっている。
 実験方法の面では,特に試料の作成法に独創性がある。即ち,エチレンとメタアクリル酸の共
 重合体に層状構造をした半導体であるPb12微結晶を成長させることに成功し,層状構造をした
 結晶を2層まで薄くすることを可能にした。その結果,これまで蒸着法で行っていた超薄膜とは
 違い,安定で多数の微結晶からなる試料が得られたために,2Kの低温での測定が初めて可能と
 なり,ラマン散乱の微弱光も測定可能となった。
 実験結果と考察の章では始めに励起子吸収帯に共鳴したラマン散乱の測定結果が述べられてい
 る。ラマン散乱スペクトルの低波数側にバルク結晶ではみられない新しいラマン線を観測してい
 る。このラマン線は有限個の層中に発生する最低エネルギーの縦波rigidlayermodeが同じ有
 限層に生じるサイズ量子化された励起子と強く相互作用した結果現れたものと解釈した。この現
 象は超薄膜単結晶に特有であるが,加えてこの解析から微結晶の層数を見積もることができた。
 次に電子遷移に関する可視,紫外域の吸収スペクトルを2Kで測定している。その結果,層数
 に依存するエネルギー位置に励起子吸収帯が現れ,これらのエネルギーが励起子の。軸方向の重
 心運動に対する量子サイズ効果によるとして説明できること,5層以上の結晶では有効質量近似
 が成り立つが,2,3,4層では成り立たなくなることを見出している。他に励起子吸収帯の静
 水圧依存性,光学フォノンによるラマン散乱線の解析から超薄膜中では原子間結合にイオン性が
 強く関与し,結合力が増すことを示している。また,束縛励起子による発光スペクトルの解析か
 らはサイズ効果と誘電率遮蔽効果のために励起子の内部運動に対する波動関数が著しく縮まるこ
 とを推論している。
 以上のことから本人は自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを
 示している。よって,齋藤伸吾提出の論文は博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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